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熱
中
症
と
は

　

厚
生
労
働
省
の
『
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
予
防
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
に
よ
る

と
、
熱
中
症
と
は
、「
高
温
多
湿
な
環

境
下
に
お
い
て
、
体
内
の
水
分
お
よ
び

塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
り
、
循
環
調
節
や
体
温
調

節
な
ど
の
体
内
の
重
要
な
調
整
機
能
が

破
綻
す
る
な
ど
し
て
発
症
す
る
障
害
の

総
称
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
症
状
と
し
て
、
め
ま
い
、
失

暑
熱
順
化
す
る

　

暑し
ょ
熱ね

つ
順じ

ゅ
ん

化か

と
は
、
一
言
で
い
え
ば
身

体
を
暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
、
汗
を
か
き
や

す
く
す
る
こ
と
で
す
。

　

暑
熱
順
化
が
で
き
て
い
る
と
、

⃝
�

皮
膚
の
血
流
量
が
増
え
や
す
く
、
体

内
の
熱
を
放
射
し
や
す
い

⃝
�

汗
に
含
ま
れ
る
塩
分
が
少
な
く
な

り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
を
失
い
に
く
く

な
る

⃝

体
温
が
上
昇
し
に
く
く
な
る

等
の
状
態
に
身
体
が
な
り
、
熱
中
症
に

な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

暑
熱
順
化
に
有
効
な
対
策
と
し
て

は
、
実
際
に
気
温
が
上
が
り
熱
中
症
の

危
険
性
が
高
ま
る
前
に
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
汗
を
か
く
こ
と
が
重
要
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
の
対
策
と
し
て
有
効
な

の
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　

通
勤
時
に
ひ
と
駅
分
歩
い
た
り
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
す
る
な
ど
、
意
識
し
て
汗
を

か
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

目
安
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
１

回
30
分
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
１
回
15
分
、

頻
度
は
週
５
日
程
度
で
す
。

②
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

通
勤
や
買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活
に

自
転
車
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

目
安
と
し
て
、
時
間
は
１
回
30
分
、

頻
度
は
週
３
回
程
度
で
す
。

③
　
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ

　

室
内
で
も
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で

軽
く
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

目
安
と
し
て
、
時
間
は
１
回
30
分
、

頻
度
は
週
５
～
７
日
程
度
で
す
。

④
　
入
浴

　

シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
な
く
、
湯
船
に
お

湯
を
は
っ
て
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。
湯
の

温
度
が
高
め
の
場
合
に
は
短
め
、
湯
の

温
度
が
低
め
の
場
合
に
は
少
し
長
め
に

入
浴
し
ま
す
。
入
浴
の
頻
度
は
２
日
に

１
回
程
度
で
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
気
温
、
室
温
に
注

意
し
、
汗
の
か
き
す
ぎ
や
水
分
、
塩
分

の
不
足
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

暑
熱
順
化
は
、
数
日
対
策
を
怠
っ
た

り
、
暑
さ
か
ら
遠
ざ
か
る
と
効
果
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
の
状
態

を
常
に
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

暑
さ
指
数（
W
B
G
T
）を

参
考
に
す
る

　

暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
）
と
は
、「
湿

度
」「
日
射
・
輻ふ
く
し
ゃ射

な
ど
周
辺
の
熱
環

境
」「
気
温
」
の
３
要
素
を
も
と
に
算

出
さ
れ
る
指
標
で
す
。
熱
中
症
リ
ス
ク

を
判
断
す
る
数
値
と
し
て
、
運
動
時
や

作
業
時
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
で
の

指
針
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
、
筋
肉
の
硬
直
、
大
量
の
発
汗
、
吐

き
気
、
虚
脱
感
、
意
識
障
害
、
痙け
い
れ
ん攣

、

手
足
の
運
動
障
害
等
が
現
わ
れ
ま
す
。

　

昨
夏
の
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ

る
死
傷
者
は
、
過
去
10
年
間
で
最
多
だ

っ
た
２
０
１
８
年
の
１
１
７
８
人
に
次

ぐ
１
０
４
５
人
で
し
た
（
２
０
２
４
年

１
月
11
日
時
点
の
厚
生
労
働
省
速
報
値

に
よ
る
）。
今
夏
も
猛
暑
が
予
報
さ
れ

て
い
ま
す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め

の
、
お
よ
び
な
っ
て
し
ま
っ
た
際
の
対

応
策
を
解
説
し
ま
す
。

日本気象協会によると、昨年は「統計開始以来最も
暑かった夏」でした。ことしも猛暑になると予報さ
れています。今夏に向けての熱中症対策と、なって
しまった場合の対処法を解説します。

ならないために、
なってしまった
ときに

今夏の熱中症対策

編集部
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W
B
G
T
値
は
温
度
と
同
じ
よ
う
に

℃
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
28
℃
以
上
が
厳

重
警
戒
値
と
さ
れ
、
そ
れ
を
超
え
る
と

熱
中
症
患
者
が
著
し
く
増
加
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
環
境
省
は
、「
暑
さ
指

数
（
W
B
G
T
）
電
子
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
」
や
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
な
ど

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
参
考
に
し
、
注

意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
作
業
場
に
は
、
日
本
産
業
規
格

に
適
合
し
た
「
W
B
G
T
値
測
定
器
」

を
備
え
付
け
、
適
宜
、
作
業
場
の
W
B

G
T
基
準
値
を
確

認
す
る
よ
う
に
し

ま
す（
図
表
１
）。

　

基
準
値
を
超
え

る
場
合
は
、
水

分
・
塩
分
を
ま
め
に
補
給
す
る
、
休
憩

時
間
を
増
や
す
、
作
業
時
間
の
短
縮
あ

る
い
は
中
止
を
検
討
す
る
等
の
対
策
を

講
じ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

W
B
G
T
値
は
衣
服
等
に
よ
っ
て
も

補
正
が
加
え
ら
れ
る
の
で
、
詳
し
く
は

環
境
省
の
「
熱
中
症
予
防
サ
イ
ト
」
な

ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら

　

暑
熱
順
化
し
て
い
て
も
、
W
B
G
T

値
に
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
そ
の
日
の

労
働
者
の
体
調
や
作
業
場
の
状
況
で
、

熱
中
症
を
疑
わ
れ
る
状
態
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

図
表
２
を
参
考
に
、「
お
か
し
い
」

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
判
断
・
対
処
す
る

よ
う
に
、
現
場
の
管
理
監
督
者
等
に
周

知
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

躊
躇
せ
ず
に
救
急
隊
を
要
請
す
る
、

医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
等
の
対
処
を
す

る
こ
と
が
、
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
最
新
の
注
意
を
払
い
、
今
夏

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

区分 身体作業強度（代謝率レベル）の例

WBGT基準値
暑熱順化者
のWBGT基
準値（℃）

暑熱非順化
者のWBGT
基準値（℃）

安静 ・安静・楽な座位 33 32

低代謝率

・軽い手作業（書く、タイピング、描く、縫う、簿記）
・手および腕の作業（点検、組立てまたは軽い材料の区分け）
・腕および脚の作業（通常の状態での乗り物の運転、フットスイッチ等の操作）
・立位でドリル作業（小さい部品）フライス盤（小さい部品）
・2.5km/h以下での平たんな場所での歩き

30 29

中程度
代謝率

・継続的な手および腕の作業（釘打ち、盛土）
・腕および脚の作業（トラックのオフロード運転、建設車両の運転）
・�腕と胴体の作業（空気圧ハンマーの作業、しっくい塗り、中くらいの重さの材料
を断続的に持つ作業、除草、果物および野菜の収穫）
・軽量な荷車および手押し車を押したり引いたりする
・2.5km/h～5.5km/hでの平たんな場所での歩き

28 26

高代謝率

・強度の腕および胴体の作業・重量物の運搬・ショベル作業・のこぎり作業・
硬い木へのかんな掛けまたはのみ作業・草刈り・5.5km/h～7km/hでの平た
んな場所での歩き・重量物の荷車および手押し車を押したり引いたりする・鋳
物を削る・コンクリートブロックを積む

26 23

極高
代謝率

・最大速度の速さでのとても激しい活動・斧を振るう・激しくシャベルを使った
り掘ったりする・階段を昇る・平たんな場所で走る・7km/h以上で平たんな場
所を歩く

25 20

図表１　身体作業強度等に応じたWBGT基準値

図表２　熱中症の救急処置（現場での応急処置）
出典　厚生労働省『職場における熱中症予防基本対策要綱』を元に作成

出典　厚生労働省『職場における熱中症予防基本対策要綱』を元に作成

熱中症を疑う症状の有無
［分類１度］ めまい・生あくび・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗
［分類Ⅱ度］ 頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・集中力や判断力の低下
［分類Ⅲ度］ 意識障害・痙攣・手足の運動障害・高体温

救急隊要請

涼しい環境への避難
脱衣と冷却（同左項）

医療機関へ搬送水分を自力で摂取できるか

水分・塩分の摂取

上記以外にも体調が悪化するなどの場合に
は、必要に応じて、救急隊を要請するなどによ
り、医療機関へ搬送することが必要であること

※�意識が清明である、または水分を摂取できる状
態であっても、分類Ⅱ度熱中症が疑われる場合
は、医療機関への搬送を検討すること

意識がない
呼びかけに応じない
返事がおかしい
全身が痛いなど

摂取できない

回復しない

涼しい環境への避難
脱衣と冷却（首筋、両脇、
足の付け根などを保冷剤
等で冷やす。皮膚に水をか
け風を送る）

意識の確認

意識ははっきり
している(※)

摂取できる(※)

有

回復する
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